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■プログラム概要 

徳島大学工学部創成学習開発センターの学生プロジェクトチームが、自主創造活動を行い、

「自主・共創」の精神でものづくりを行う事例を紹介する。 

 

 自主的に活動させているが、全てのチームがうまく成功するわけではない。なぜプロジェクトが

失敗するのか、どういう場合に成功するのかを分析した結果、あらかじめプロジェクト活動の全容

を把握できていなければプロジェクトとして働かないことがわかった。 

 プロジェクトマネジメントの手法を学生と共に考え試行している。「発想⇒計画（設計）⇒実行（狭

義ものづくり）⇒評価⇒改善」のしくみを理解し、「目的⇒目標⇒実践⇒評価」をきちんと頭に入れ

ることによってプロジェクトは効果的に進む。 

また、体験の中から学生達はアクティブに活動するようになる。 

（事例１）たたらプロジェクト 

 日本古来の製鉄法であるたたらの復元プロジェクト。たたら製鉄作業を行う傍ら、鉄鋼材料の学

習を自主的に開始し、初心者向けの鉄鋼材料学習支援の e-ラーニング教材を作成している。 

（事例２）Earth LED プロジェクト 

 ふりふり棒の製作から始まった電気電子工学科の学生グループが機械工学科の学生を取り込

み、デザインプロジェクトのメンバーや企業技術者の意見を吸収しながら、「共創」の精神をフルに

発揮して展示用 Earth LED を作製した。 

 

 

■本プログラムの到達目標 

自主的なものづくり活動の成功法を知ること。 

英 崇夫 

（徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部・教授） 
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ものづくりとアクティブラーニング 


